
上智大学ピアノの会 

第 14回定期演奏会 

 

 

2019年 9月 9日（月） 

於：大田区民プラザ 小ホール 

開場 15:30 開演 15:45 終演 20:30（予定） 

 

入場無料・全席自由・途中入退場可 
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〈お客様へ〉 

携帯電話や時計のアラームなど、音の出るものはマナーモードになさるか電源を

お切りくださいますようお願い申し上げます。 

ホール内での飲食、演奏中のフラッシュ撮影や音の出る機器を用いた撮影等はご

遠慮ください。 

皆様のご理解とご協力をお願い致します。 
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上智大学ピアノの会とは 

上智大学の公認サークルである上智大学ピアノの会は、1999 年 4 月 26 日に設立

され、今年で 20 周年を迎えました。ピアノを愛する学生が集まって演奏会を開い

たり、サロンや合宿を行ったり、ピアノ音楽を中心に活動しているサークルです。

今年もたくさんの新入生を迎え、現在会員は 40 名前後います。 

また、当サークルは東京六大学ピアノ連盟（通称：六連）にも加盟しており、他

大学（東京大学・早稲田大学・慶應義塾大学・明治大学・立教大学）のピアノサー

クルとの交流も盛んです。 

 

＊会長挨拶＊ 

本日は上智大学ピアノの会、第 14 回定期演奏会にお越しいただきまして、誠に

ありがとうございます。当サークルは昨年に 20 周年を迎え、定期演奏会はその中

でも歴史が長い演奏会です。 

今回の定期演奏会は、例年よりも開演時間が遅い時間になっております。より多

くの方に演奏をお楽しみいただきたいという会員の想いから、初の試みをいたしま

した。今まで以上に、沢山の方々に演奏をお届けできれば幸いです。 

また、今年の春に新しく入会した会員が、初めてホールで演奏をする機会にもな

ります。会員の皆さんはもちろんのこと、ご来場頂いたお客様もいつもとは違った

フレッシュな雰囲気の演奏会を、お時間が許す限りお楽しみください。 

最後になりますが、本演奏会を開催するにあたってご協力いただいたホールスタ

ッフの方々をはじめ、お忙しい中お越しくださったお客さま、演奏者のみなさん、

全ての方々に感謝の意を表して、私の会長挨拶とさせていただきます。 

第 21 代会長 中川 智浩  
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Program 
令和元年 9月 9日（月） 開場 15:30 開演 15:45 

大田区民プラザ 小ホール  

 

第 1 部（15:45～16:50） 

1.  藤田 修士     バラード第 2 番 Op.38                ／ショパン 

2.  帆足 海星     『ミルテの花 Op.25』より第 1 曲「献呈」 

／シューマン＝リスト 

                 『ハンガリー狂詩曲 S.244』より第6番 変ニ長調／リスト 

3.  細谷 拓海     亡き王女のためのパヴァーヌ         ／ラヴェル 

4.  尾山 和香奈   ピアノソナタ第 11 番 Op.22 第 1 楽章／ベートーヴェン 

『12の練習曲 Op.10』より 第5番 変ト長調／ショパン 

5.  祖父江 郁也   『6 つの小品 Op.118』より 第 2 番「間奏曲」イ長調 

／ブラームス 

6.  鈴木 里菜子   スケルツォ第 2 番 Op.31              ／ショパン 

7.  早津 学       組曲《展覧会の絵》より「キエフの大門｣ 

／ムソルグスキー 
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第 2 部（16:55～18:05） 

8.  佐川 友紀     ピアノソナタ第 18 番 Op.31-3 第 1 楽章 

 ／ベートーヴェン 

9.  藤田 修士     スケルツォ第 1 番 Op.20              ／ショパン 

10. 坂本 千依     『動物の謝肉祭』より第 13 曲「白鳥」／サン=サーンス 

中川 智浩 

11. 細谷 拓海     『夜想曲集』より 第 4 曲              ／サティ 

ピアノソナタ第 2 番 第 3 楽章「夜想曲」／ローレム 

12. 藤井 映里     『愛の夢 S.541』より 第 3 番 変イ長調  ／リスト 

13. 内藤 菜々美   バラード第 1 番 Op.23                ／ショパン 

14. 岡本 理沙     《組曲 ニ短調（1891 年ピアノ版）》より第 1 曲 

            ／ラフマニノフ 

 

第 3 部（18:10～19:10） 

15. 村田 達洋     交響曲第 7 番 Op.92 第 1 楽章 (連弾)  

岡本 理沙                                  ／ベートーヴェン 

16. 藤田 修士     『8つの演奏会用練習曲 Op.40』より 第 1番「前奏曲」 

／カプースチン 

           『12の練習曲 Op.25』より 第6番 嬰ト短調 , 第11番 イ短調  

／ショパン 

17. 佐川 友紀     バラード第 3 番 Op.47                ／ショパン 

18. 大菅 さら     半音階的幻想曲とフーガ BWV903        ／バッハ 

19. 藤田 修士     ピアノソナタ第 3 番 Op.58 第 1 楽章   ／ショパン 

20. 帆足 海星     ピアノソナタ第 3 番 Op.58 第 4 楽章   ／ショパン 
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第 4 部（19:15～20:30） 

21. 山崎 詩織     スケルツォ第 2 番 Op.31              ／ショパン 

22. 阪 真希       『12 の練習曲 Op.10』より 第 12 番 ハ短調／ショパン 

               喜びの島                        ／ドビュッシー 

23. 坂本 千依     スペイン狂詩曲 S.254                  ／リスト 

24. 村田 達洋     ノクターン第 17 番 Op.62-1           ／ショパン 

25. 帆足 海星     『超絶技巧練習曲 S.139』より 第 10 番 ヘ短調／リスト 

メフィストワルツ第1番「村の居酒屋での踊り」S . 514／リスト 

26. 三輪 透子     組曲《鏡》より 第 4 曲「道化師の朝の歌」／ラヴェル 
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演奏者による曲の紹介及びコメント 

 

第 1 部（15:45～16:50） 
 

1.  バラード第 2 番 Op.38 ／ ショパン 

外国語学部イスパニア語学科 2 年 藤田 修士 
 

名作揃いのショパンのバラードより 2 番を演奏します。この作品の最後はイ

短調で終わる（作品自体のキーはヘ長調です）のですが、これは作曲者によっ

て推敲を重ねられた結果だそうです。ポーランドの詩人アダム・ミツキェヴィ

チの詩の影響を受けていると言われています。 

 

2.  『ミルテの花 Op.25』より第 1 曲「献呈」 ／ シューマン＝リスト 

『ハンガリー狂詩曲 S.244』より第 6 番 変ニ長調 ／ リスト 

経済学部経済学科 3 年 帆足 海星 
 

「献呈」はロベルト・シューマンが後に妻となるクララ・シューマンに捧げ

た歌曲『ミルテの花』の第 1 曲で、これをフランツ・リストがピアノ独奏曲に

編曲したものです。愛する人を全面に想い描いたであろうロマンティックで繊

細な旋律に、リストらしい技巧と響きが重なった作品です。 

2 曲目は、全 19 曲から成る『ハンガリー狂詩曲』の第 6 番 変ニ長調で、第 2

番 嬰ハ短調に次いで有名な作品です。特に後半の連続オクターブは圧巻です。 

 

3.  亡き王女のためのパヴァーヌ ／ ラヴェル 

文学部国文学科 4 年 細谷 拓海 
 

言わずと知れたラヴェルの初期の傑作です。まだ彼がパリ音楽院に在籍していた

1899年に発表されました。今やクラシックを代表する名曲の扱いを得ていますが、ラ

ヴェル自身はこの曲の出来に不満足で、「シャブリエの影響があからさまで、形式も貧

弱」と否定的な評価を下していました（実際、1881年に発表されたシャブリエの『絵

画的小品集』の第 6曲「牧歌」との類似が指摘されています）。なお、後年ラヴェルは

交通事故によって既に発症していた記憶障害や失語症が悪化し、作曲の筆も途絶えてし

まいました。そんな折、この作品を聞いて「とても美しい。誰が書いた曲だろう。」と

語ったとされています。 

これがラヴェルがこの曲に対して下した真の評価だと、私には思えてなりません。 
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4.  ピアノソナタ第 11 番 Op.22 第 1 楽章 ／ ベートーヴェン 

『12 の練習曲 Op.10』より 第 5 番 変ト長調 ／ ショパン 

日本大学 芸術学部音楽学科 2 年 尾山 和香奈 
 

1曲目はベートーヴェンの初期の最後のソナタです。標題が無くあまり有名ではない

作品ですが、ベートーヴェンの特にお気に入りのソナタであったと言われています。 

2曲目のエチュードは、ショパンが右手の主旋律を黒鍵縛りにして作曲しました。無

事成功して、音を聴いても鍵盤を見ても楽しんで頂けるような演奏にしたいです。 私

にとってＰ会での初めての演奏で緊張しますが、自分らしく弾けるように頑張ります！ 

 

5.  『6 つの小品 Op.118』より 第 2 番「間奏曲」イ長調 ／ ブラームス 
 

理工学部物質生命理工学科 3 年 祖父江 郁也 

ブラームスが 1893 年に作曲した『6 つの小品 Op.118』は、5 つある小品集の

中でも人気が高く、特に第 2 番「間奏曲」は単独でも演奏されることが多い作

品です。 

 

6.  スケルツォ第 2 番 Op.31 ／ ショパン 

理工学部物質生命理工学科 1 年 鈴木 里菜子 
 

中学生の時からずっと弾いてみたいと思っていた曲に挑戦してみました。ス

ケルツォというのは、イタリア語で「冗談」、「ユーモア」を意味します。緊張

していますが、自分らしくユーモアを表現できたらいいなと思います。どうぞ

よろしくお願いします。 

 

7.  組曲《展覧会の絵》より「キエフの大門」 ／ ムソルグスキー 

総合グローバル学部総合グローバル学科 1 年 早津 学 
 

大学入学を機にしばらく離れていたピアノを 2 年ぶりに再開し、この度定期

演奏会に初めて参加します。この｢キエフの大門｣という曲は 10 曲からなる組曲

『展覧会の絵』の最後の曲です。ムソルグスキーにはガルトマンという親友が

いたのですが若くして急死してしまい、この事にムソルグスキーは大変ショッ

クを受けます。その後彼はペテルブルクで開かれたガルトマンの遺作展に赴い

た際にその作品の数々に感銘を受けて、彼を追悼するためにこの組曲を作り上

げたとされています。この中でも私はガルトマンが再建に関わったとされるキ

エフ門をモチーフにした｢キエフの大門｣を初めて聴いたときに曲の壮大さに感

動し、この曲を弾いてみたいと思い選曲しました。一生懸命頑張ります。 
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第 2 部（16:55～18:05） 
 

8.  ピアノソナタ第 18 番 Op.31-3 第 1 楽章 ／ ベートーヴェン 

経済学部経済学科 2 年 佐川 友紀 
 

全体として明るい雰囲気である一方で、冒頭や中盤には暗さが見られるとい

う両面を持った楽章です。左手が刻むバス音や右手が主体となる軽快なメロデ

ィー、また両方が合わさったリズミカルなフレーズを楽しんで頂きたいです。

ベートーヴェンのピアノソナタの中で、私はこの楽章の曲調が特に気に入って

います。皆様の印象にも残って頂けたら嬉しいです。 

 

9.  スケルツォ第 1 番 Op.20 ／ ショパン 

外国語学部イスパニア語学科 2 年 藤田 修士 
 

革命のエチュードと同時期に作られたこの曲は、祖国ポーランドでのロシア

の圧制に対する蜂起が失敗した事を背景としています。中間部の穏やかな旋律

はポーランドのクリスマス・キャロル「眠れ、幼子イエス」の引用で、彼の愛

国心が垣間見える部分です。 

 

10. 『動物の謝肉祭』より第 13 曲「白鳥」 ／ サン=サーンス 

文学部新聞学科 4 年 坂本 千依 

経済学部経済学科 3 年 中川 智浩 
 

坂本：5 分ほどの連弾曲を演奏いたします。頼られて嬉しくなったので張り切

っています。 

中川：暫くソロは厳しいので、先代会長を頼ってしまいました。 

 

11. 『夜想曲集』より 第 4 曲 ／ サティ 

ピアノソナタ第 3 番 第 3 楽章「夜想曲」 ／ ローレム 

文学部国文学科 4 年 細谷 拓海 
 

「音楽の異端児」として名高いサティですが、晩年には小節線や拍子、調号

を復活させ、楽譜の随所に書かれていた奇妙な指示も失くした、非常に静謐か

つ禁欲的な音楽を書いていました。その代表がこの『夜想曲集』です。この曲

集を完成させた 6 年後、サティは聖ジョセフ病院で 59 年の生涯を終えました。 

ネッド・ローレム（Ned Rorem）は1923年に生まれたアメリカの作曲家です。彼は

20世紀アメリカの楽壇で一定の勢力を得た「新ロマン主義音楽」を代表する作曲家

で、不協和音に理解を示しつつも基本的には調声に立脚した作品を作り続けています。

このソナタは 1949年に友人のピアニスト、ジュリアス・カッチェンのために書かれた
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（と思われる）作品で、全篇演奏するにはかなりのテクニックを要します。もちろんそ

んな技巧はないので簡単かつ美しい第三楽章をお楽しみいただきたいと思います。  

 

12. 『愛の夢 S.541』より 第 3 番 変イ長調 ／ リスト 

外国語学部英語学科 2 年 藤井 映里 
 

幼い頃から憧れ、いつかは弾いてみたいと思っていた曲の一つです。ドイツの詩人ヘル

マン・フェルディナント・フライリヒラートによる人間愛を歌った「おお、愛しうる限り

愛せ」という詩に合わせて作られた歌曲が原曲とされています。人間愛なんてよく分から

ないので、この曲が好き、ピアノが大好きという気持ちを込めて、楽しく演奏できたらい

いなと思います。心を込めて演奏いたしますので、どうぞ楽しんでお聴きください。 

13. バラード第 1 番 Op.23 ／ ショパン 

東京音楽大学 器楽専攻ピアノ科 2 年 内藤 菜々美 
 

陰鬱で哀愁漂う第 1 主題、甘美で美しい第 2 主題、そして劇的なコーダとい

ったドラマティックな展開をお楽しみ下さい。 

 

14. 《組曲 ニ短調（1891 年ピアノ版）》より第 1 曲 ／ ラフマニノフ 

理工学部物質生命理工学科 4 年 岡本 理沙 
 

初めて聴いて一目惚れならず、一聴き惚れしてしまった曲です。この曲の素晴

らしさを伝えたいと思います。 

 

 

第 3 部（18:10～19:10） 
 

15. 交響曲第 7 番 Op.92 第 1 楽章 (連弾) ／ ベートーヴェン 

外国語学部イスパニア語学科 5 年 村田 達洋 

理工学部物質生命理工学科 4 年 岡本 理沙 
 

ベートーヴェンの交響曲第７番、通称「ベト７」の第１楽章は、「のだめカン

タービレ」の影響もあって、普段クラシック音楽を聴かない方でも耳にしたこ

とがあると思います。上行音階が特徴的な長大な序奏の後、親しみのある主題

が付点音符の軽快なリズムに乗って奏でられます。また、この曲は提示部以

降、付点音符のリズムが支配し続けるので、演奏する側としては息つく暇もな

く非常に疲れます(笑)。ピアノ１台で演奏することから、通常のオーケストラ

で聴くような迫力や音色の多様性はありませんが、それでもピアノ音楽の一分

野を築いている「トランスクリプション」の魅力を、聴かれる方に伝えられれ

ば幸いです。 
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16. 『8 つの演奏会用練習曲 Op.40』より 第 1 番「前奏曲」 ／ カプースチン 

『12 の練習曲 Op.25』より 第 6 番 嬰ト短調 , 第 11 番 イ短調 ／ ショパン 

外国語学部イスパニア語学科 2 年 藤田 修士 
 

名作として名高い練習曲の詰め合わせです。「優れた技巧を有していても音楽

的に表現できなければ意味がない」と考えている方も少なくないかと思われま

すし、私自身もそのように考えがちなタイプの人間なのですが、同時に音楽性

の追求には基盤となるテクニックが不可欠である事も日々痛感しております。 

 

17. バラード第 3 番 Op.47 ／ ショパン 

経済学部経済学科 2 年 佐川 友紀 
 

同曲 1、2 番のような激しさから一転して優雅な曲調となっています。冒頭部

では音域を替えて反復される楽句や、音域に突如現われる短い動機など、軽や

かさがとりわけ感じられます。そもそもバラードとは物語風の内容を持つ声楽

曲という意味を持ちます。皆さんに物語性を味わって頂けるよう努めます。 

 

18. 半音階的幻想曲とフーガ BWV903 ／ バッハ 

法学部法律学科 3 年 大菅 さら 
 

今年 7 月に入会したばかりの新参者です！即興的なファンタジーに加え、5

分以上のフーガを演奏するのはとても緊張しますが、絶望や苦悩からわずかな

光に手を伸ばしているようなイメージを持ちながら演奏できたらと思います。 

 

19. ピアノソナタ第 3 番 Op.58 第 1 楽章 ／ ショパン 

外国語学部イスパニア語学科 2 年 藤田 修士 
 

3 曲存在するショパンのピアノソナタの最後の作品にあたるこの曲は、音楽

史上の傑作のひとつと評されることが多く、内容的にも非常に充実した作品と

いえます。非常に奥が深い作品であると弾くたびに実感します。 

 

20. ピアノソナタ第 3 番 Op.58 第 4 楽章 ／ ショパン 

経済学部経済学科 3 年 帆足 海星 
 

ロンド形式で書かれているこの第 4 楽章は、主題が転調とともに繰り返さ

れ、徐々に盛り上がりを増していきます。と同時に技術的難度も相当なもので

あり、ピアノソナタ第 3 番という超傑作の最後を飾るに相応しい、荘厳で華や

かなピアニズムが発揮されている楽章です。 
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第 4 部（19:15～20:30） 
 

21. スケルツォ第 2 番 Op.31 ／ ショパン 

総合グローバル学部総合グローバル学科 1 年 山崎 詩織 
 

スケルツォ 2 番は、ショパンが肺結核を発症した年に作曲した曲で、曲の暗

い雰囲気は、ショパンの苦悩が描かれているような気がします。この曲は、前

から弾いてみたいと思っていた曲の１つで、細かい部分が難しいですが楽しん

で弾きたいと思います！ 

 

22. 『12 の練習曲 Op.10』より 第 12 番 ハ短調 ／ ショパン 

喜びの島 ／ ドビュッシー 

東京音楽大学 器楽専攻ピアノ演奏家コース 2 年 阪 真希 
 

「喜びの島」の出だしのイメージは、朝もやの中、かもめが飛び回っている

情景です。当時ドビュッシーは、最初の結婚の破綻や銀行家夫人との愛人関係

という複雑な生活から逃避すべくジャージー島からディエップに移住してこの

作品を残しました。 一曲目の「革命」は…せっかくの機会ですのでチャレンジ

してみました。練習は浅いですが優しく見守って頂けたら嬉しいです。 

 

23. スペイン狂詩曲 S.254 ／ リスト 

文学部新聞学科 4 年 坂本 千依 
 

スペイン狂詩曲は、スペインに起源を持つ 2 つの舞曲から構成された曲で

す。カデンツァを経た後、前半は「フォリア」というイベリア半島が起源の、

短調でゆったりとした舞曲が次々と変奏されていきます。後半はアラゴン地方

が起源の、テンポが速く、熱狂的な「ホタ」という舞曲が繰り広げられます。

ホタで盛り上がりを見せた後、前半の「フォリア」が短調ではなく長調で再現

され、華やかに楽曲を閉じるのです。 

入会した際に、リストが好きです！と言っていたはずなのに、リストを全く

弾いていなかったなと思い、選曲いたしました。技術的に厳しいところも多

く、体力も最後まで持つかわかりませんが、今できる最大限のことをしよう思

います。 

 

 

 

 

 



~ 11 ~ 

 

24. ノクターン第 17 番 Op.62-1 ／ ショパン 

外国語学部イスパニア語学科 5 年 村田 達洋 
 

ノクターン１７番は、１８番とともにショパンが生前に発表した最後のノク

ターンです。他の多くのノクターンと同じく、主題、中間部、再現部の３部形

式をとります。音域の広いアルペジオの前奏の後、息の長い旋律を持つ、落ち

着いたロ長調の主題が奏でられます。中間部では変イ長調に転調し、左手のシ

ンコペーションのリズムの上に、歌曲のような伸びのある旋律が右手で歌われ

ます。その後、冒頭のロ長調の主題がトリルを用いて繊細に再現され、休止を

挟んだ後のコーダでは、エキゾチックな雰囲気を持つ音階が漂うなかで曲は静

かに閉じられます。 

バラードのような劇的な表現はありませんが、ある種の諦念のようなものを

想起させるこの曲は、私自身非常に気に入っている作品ですので、本日の演奏

会で演奏できることを非常に嬉しく思っています。 

 

25. 『超絶技巧練習曲 S.139』より 第 10 番 ヘ短調 ／ リスト 

メフィストワルツ第 1 番「村の居酒屋での踊り」 S.514 ／ リスト 

経済学部経済学科 3 年 帆足 海星 
 

1 曲目は全 12 曲ある『超絶技巧練習曲』の第 10 番 ヘ短調で、陰鬱でありな

がらも切なく美しい旋律に、憤りや怒りのような表現がダイナミックなピアニ

ズムとともに盛り込まれています。  

2 曲目はフランツ・リストの代表曲として名高く、豪華絢爛なヴィルトゥオ

ーゾ風技巧をふんだんに用いた曲として紹介されることが多いです。特に後半

の Più mosso で開始する再現部では、4 オクターブにもわたるアルペジオや両

手のオクターブ跳躍の嵐など凄まじい迫力があります。技巧的な曲というイメ

ージですが、どの旋律をとっても非常にメロディアスで、繊細で奥行きのある

響きや雰囲気が楽しめる点からも、この作品が相当な傑作であることが分かる

と思います。 

 

26. 組曲《鏡》より 第 4 曲「道化師の朝の歌」 ／ ラヴェル 

外国語学部ドイツ語学科 3 年 三輪 透子 
 

久しぶりの定期演奏会出演ですので気を引き締めて臨みたいと思います。初

参加の方々は楽しんでください。 
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＊演奏会主任挨拶＊ 

本日は上智大学ピアノの会主催、第 14 回定期演奏会にお越しいただき、

皆様には大変感謝しております。 

限られた時間・体力の中で、利用させていただくホールの手配や、プログ

ラムや配布冊子の作成、集客のための活動、演奏者の方々や当日の運営に関

するマネジメント全般に渡って多くの仕事を受け持ちながら、自らも演奏者

として準備をし、当日も舞台に立つということは、とても有意義であり、一

方で気骨が折れる役割でもありました。しかし、ホール関係者の皆様や、集

客業務に協力していただいた地域の皆様、当会の演奏者・運営に協力してい

ただいた会員など多くの方々の支えがあって実現することができたことは言

うまでもありません。本演奏会の開催にあたり、ご協力いただいたすべての

方々及びお越しくださったすべてのお客様に、厚く御礼申し上げます。 

第 21 代演奏会主任 帆足 海星 

 

＊入会・見学希望の方へ＊ 

入会に必要な資格などはありません。ピアノの演奏経験や、学年、所属大学

（専門学校も可）は一切問いません。ミーティングや演奏会等に来ていただい

き、書類提出・会費納入を済まされた方は、上智大学ピアノの会の一員です。

入会希望の方はお気軽にミーティングや演奏会へ見学にお越し下さい。 

・お問い合わせ：soph ia_piano408@yahoo.co. jp  

・TEL：070-3315-3776 

・HP：https ://sophiap iano408.wixs ite .com/pkai  

・Twitter：https ://twitter .com/soph ia_p iano 
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１年間の活動 

上智大学ピアノの会の１年間の活動をご紹介いたします 

 

４月 <フレッシュマンウィーク> 上智大学の各サークルが新歓を行い、新入生がサ

ークルを決める期間です。 

５月 <新歓サロン> 上級生が新入生に演奏を披露します。レクリエーションも行

い、新入生との交流を深めます。 

６月 <フレッシュマンコンサート> 新入生が初めて出演する演奏会です。 

８月 <春学期テストお疲れさま会> 春学期の納会です。 

<慶上サロン> 慶應義塾大学の慶應ピアノソサィエティーと当サークルの合同

サロンコンサートです。他大学と交流できるのも当サークルの

魅力の一つです！ 

９月 <春学期定期演奏会> 現役会員によって毎年行われる演奏会です。 

今年で 14 回目となります。 

<夏合宿> 今年度も静岡県下田市に行きます。ピアノには触れず、海や山など

で観光を楽しみ、会員の交流を深めるイベントです。 

１０月 <OB・OG 演奏会> 当サークルの OB・OG の方々と行う演奏会です。 

１１月 <ソフィア祭コンサート> 11 月初旬に上智大学の学園祭「ソフィア祭」が 

開催され、当サークルも学内でコンサートを行います。 

※今年は 2 日（土）～4 日（月・祝）の日程で、場所は紀尾井坂ビル 112 教室です。 

１２月 <東上サロン> 東京大学の東大ピアノの会と当サークルの合同サロンコンサートです。 

<引退演奏会> 幹部代がこの演奏会をもって引退します。 
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１月 <秋学期テストお疲れさま会> 秋学期の納会です。 

２月 <早上合同演奏会> 早稲田大学の早大ピアノの会と当サークルの合同演奏会です。 

３月 <JMR 合同演奏会> 明治大学の明治大学ピアノの会 KLAVIER、立教大学の立教

大学 Piano の会と当サークルの合同演奏会です。 

<３月定期・卒業演奏会> 4 年生の卒業演奏会と現役会員による演奏会を合同 

で行います。 

 

このほかに、東京六大学ピアノ連盟主催の演奏会に上智大学ピアノの会から毎年

多くの会員が出演しております。詳しくはホームページ（http://rokuren.com）をご覧

ください。 
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次回演奏会のお知らせ 

 

ソフィア祭コンサート 2019 
 

於：上智大学 四谷キャンパス  

  紀尾井坂ビル 1階 112教室 

（入場無料・全席自由・途中入退場可） 
 

11 月 2 日（土） 

12 時 00 分開演・16 時 00 分終演（予定） 

11 月 3 日（日） 

11 時 00 分開演・16 時 00 分終演（予定） 

11 月 4 日（月・祝） 

11 時 00 分開演・15 時 30 分終演（予定） 

 

主な曲目 

バラード第４番 Op.52 ／ ショパン 

ポロネーズ第６番「英雄」 Op.53 ／ ショパン 

２つのロシアの主題によるコンチェルティーノ ／ ローゼンブラッド 

星条旗よ永遠なれ（2 台 8 手） ／ スーザ 

ほか 
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〈キャンパスマップ〉 
 

 

上智大学の文化祭“ソフィア祭”にて、当会も３日間にわたり

コンサートを開催いたします。2台ピアノや連弾曲、他楽器との

コラボなど様々なジャンルの曲を演奏する予定です。 

 

会場は上図右上の紀尾井坂ビル 1 階 112教室となります！ 

 

プログラム等、コンサートの詳細が決定次第、公式 HP や

Twitter にてお知らせいたします。皆様のご来場を心よりお待ち

しております。 

 

 

編集 ： 帆足 海星 


